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中井町人口ビジョン 目標人口設定の考え方 

１ 人口推計の基本的な考え方 

 

 

 

 

■人口推計と人口増減要因の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●人口を増減させる要因は①出生、②死亡、③転入、④転出の４つ 

●人口推計ではこの４つについて仮定を設定し将来の人口を推計 

自然動態(増減) 

増加要因 

減少要因 

現在の人口 

①出生 ③転入 

②死亡 

社会動態(増減) 

④転出 

●合計特殊出生率を 

どう設定するか 

●純移動率をどう設定

するか 

将来の人口 

合計特殊出生率・純移動率の設定の背景には、子育て支援、雇用の場創出、住宅供給、二地

域居住などの政策的な裏付けが必要 

 

●生残率を 

どう設定するか 

資料１－１ 



 
 

現在の人口 

教育・子育て福祉策 未病、健康対策 転出抑制対策 転入促進対策 

将来人口１ 

将来人口２ 

将来人口５ 

将来人口６ 

将来人口９ 

将来人口 10 

将来人口 13 

将来人口 14 

将来人口 15 

将来人口 16 

将来人口 11 

将来人口 12 

将来人口３ 

将来人口４ 

■将来人口の増減と人口増加施策との関連イメージ 
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●将来の人口は 4 つの人口増

減要因の充実度に応じて右

の 16 のパターンに分類 

●何も手を打たずに手をこま

ねいていると人口減少幅は

拡大（将来人口 16） 

●自然増・社会増を増やす施

策を実施することで人口減

少の幅を小さくし、さらに

は人口増加を目指すことが

求められる 

対応する施策 この部分の将来人口は条件
設定により順位が前後する。 
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人口増減要因 
①出生 

【合計特殊出生率】 
②死亡 

【生残率】 
③転出 ④転入 

【 純 移 動 率 】 
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２ 目標人口設定にあたっての基本的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 中井町が目指す将来人口の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※合計特殊出生率とは年齢別の出生率を合計したもので、一人の女性が一生に産む子どもの数と考えられる。 

  

●国立社会保障・人口問題研究所（社人研）の推計値は、過去から現在までの推移を将来に伸ばし

たものであることから、今後も現在と同じ水準の取組しか実施しない場合の人口と考えられる 

●目標人口は、子育て支援の充実による出生率の上昇、雇用の場の創出や生活環境の改善による転

入の促進や転出の抑制を図ることで、社人研の人口に上乗せした人口と考えることができる 
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現在の人口維持に必要な合計特殊出生率

社人研推計値

人口維持必要値

●全国的な人口減少という状況にあって、現在の人口規模を維持し続けることは困難 

●一定の人口減少を受け入れつつも、人口の年齢構成のバランスを重視し、0～14 歳及び 15～64

歳の人口の構成比をできるだけ下げないようにすることが重要 

●人口変動要因では、出生数の増加（＝出生率の上昇）と、若年層を中心とした転入者の増加及び

転出者の抑制が重要な施策（Ｐ２ 将来人口 5 のパターン） 

合計特殊出生率の上昇だけで

人口を維持する場合を想定 

人 

現在 

社人研の推計値 
（P2 将来人口 16） 

 

子育て支援の充実
による出生率の上
昇、雇用の場の創出
や生活環境の改善
による転入の促進
や転出の抑制によ
る人口の上乗せ分 

将来 

目標人口 
（P2 将来人口 1～15 

のいずれか） 
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４ 合計特殊出生率設定の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■神奈川県人口ビジョンでの合計特殊出生率の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：神奈川県人口ビジョン検討資料 

 

■中井町の合計特殊出生率の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●神奈川県の人口ビジョンの合計特殊出生率は、国の長期ビジョンに合わせて大幅な上昇を見込む 

●中井町の合計特殊出生率は 5 年平均でみると低下に歯止めがかかったように見えるが、平成 23

～25 年の各年でみると減少傾向 

●国や県の設定に合わせて高い合計特殊出生率を設定することには無理がある（合計特殊出生率を

0.1 上昇させるためには年間約５人の出生数の増加が必要） 
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資料：人口動態保健所・市区町村別統計
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資料：平成25年神奈川県衛生統計年報

●神奈川県が実施したアンケート調査に基づく希望出生率 1.42を、中井町民の希望出生率と仮定 

●平成 42 年までに 1.42 の目標を達成、その後はその水準を維持するものと設定 
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■中井町 出生数の増加による合計特殊出生率への影響試算(H25) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■神奈川県の希望出生率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：神奈川県人口ビジョン検討資料  

年齢 女性人口 出生数
合計特殊
出生率

出生数
増加仮定

補正
出生数

補正後の合計
特殊出生率

a b c=b/a×5 d e=b+d f=e/a×5

15～19歳 192 -              0.00 -              -              0.00

20～24歳 210 1              0.02 1 2              0.05

25～29歳 189 6              0.16 1 7              0.19

30～34歳 239 17            0.36 1 18            0.38

35～39歳 333 11            0.17 1 12            0.18

40～44歳 328 1              0.02 1 2              0.03

45～49歳 256 -              0.00 -              -              0.00

1747 36            0.72 5              41            0.82

合計特殊出生率の上昇分 0.10
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５ 純移動率の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▷人口推計では転入者及び転出者による人口変動は純移動率として表現される（純移動率がプラス

ならば転入超過、マイナスならば転出超過となる） 

●中井町では特に 10歳代後半～30歳代前半での転出超過が多い 

●進学や就職などで町外に転出した若年層のＵターンは少ない 

●平成７年以降、年平均約 20 人（5年換算で約 100 人）の転出超過 

●10 歳代後半から 20歳代前半の進学や就職などに伴う転出を抑制することは困難 

●20 歳代後半から 40 歳代前半のファミリー層の転入を促進し、地域を支える現役世代と将来の

地域を担う子どもの数を増やすことが必要 

●国立社会保障・人口問題研究所の純移動率の設定にプラスして、20 歳代後半から 40 歳代前半

の親の層と 0～14歳の子どもの層で、5 年間で 100 人が転入するものと設定 
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最大社会増：61人
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資料：国勢調査、住民基本台帳人口移動報告

Ｈ７～25 年で年平均 19.3

人が転出超過（5 年換算では

約 100 人の転出超過） 

10歳代後半から30歳代前半で

転出超過が多い 
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６ 目指す将来人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●以上の合計特殊出生率と純移動率の設定により、平成 72 年時点で約 7,000 人を維持すること

を目標とする。 

●ファミリー層の転入を促進することで、少子高齢化の進行が緩和される。 

合計特殊出生率 1.42＋ファミリー層転入 100 人 
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合計特殊出生率 1.42＋ファミリー層転入 100 人 

高齢化 
ピーク 
38.3％ 高齢化 

ピーク 
43.4％ 

●0～14 歳人口は 10％以上を維持 
●15～64 歳人口は 50％以上を維持 


